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・M く lii擱嚇 tiン ゴ 果 実 か らの プ ロ トプ ラ ス トへ の 糖 の 透 過機構

駈木昭 平 　朝倉利 員 （農 水雀 ・果 樹 試 ）

の k．

｝」、　　 果 実 の 筒 化産 物 を 冨積 す る 機 能 　（sink 機 縫 ） に は 、液胞 膜 や 原 形質 膜 で の

剛 、．　 active 　 transp。 rt が 大き な 役害llを 持 ち ・ こ れ ら に よ っ て 形 成さ れ る 細 胞 の 内外 の 浸

就 　 透 圧 差 ・ 膨 圧 が 剛 躔 瀚 の 馳 込 み ・細 胞 の 生 長 に 蠶 要 で あ る と思 わ れ る ・ す で に

　　　　著 者等 は 、 リン ゴ 果 奚 よ ゆ単 離 し ゐ液 胞 を 用 い て 、 糖 の eonoplast へ の 選 過機構 に
’

ノ ∂）

　 　 　 　 つ い て 解析 し 、 パ ラ科 植物 の 誼 な 転流 糖 で あ るsorbigO 　Ru 対 して ac が ve もran ＄PO 「t『liC　P，

　　　　機 構 を持 つ こ と を 明 ら か に し た 。 今 圃 は sink 機 能 に と っ て 鬣 要 で あ る原 形 質膜 へ の
践 レ 、
　　　　同 化 産 物 の 透過 機 構 に つ い て 、 単 離 した プ ロ トプ ラ ス トを 絹 い て 解柝 しぬ 。

　　　　　 （実験 方 法）　 リ ン ゴ 來無i果実 よ りプ ロ トプ ラ ス ｝を調 製 し、 　 0・7門 manni 七〇 1、
卵 ・

輔 DTT 、 5、M… C・．．
，US 、，、 1。r，MMES 。 K 。 H （，H6e・）緩 磁 中で 麟 し 、 プ m

汚）塔 　　　トプ ラ ス トを 達 心分離 に よ 勢沈 殿 し 、 吸 収 き れ た 杵 C −・・
　＄ugar を 測 定 し旋 。 ま 彪 、

i£ ・ 　 O．5，MP ・ CMB ・ S や 5鯆 CCCP こ駄 礪 黝 果 か 6　 ・＊　」v ギ ーに 依 存 し 樋 過 （

学儀　　active 七ransport ）を 求 め た 。

、 迩　　　 （結 果 と考 察 ）　 プ m5 プラ ス F へ の sorblt 。1の 取 り込 み は ・ pH5・5 〜 7・5ま で 大

船 ご　　 き な変 化 は な か っ 拒 。 しか し 、 active 　 transporte＊ pH6 ｛寸近 で 最 大 で あ っ た 。 そ し

）姦、　　て 全敢 り込 み 量 は 少蹴 くと も 30分 間 直線 的 に 増加 し 彪 。 30分 間 に 取 り込 ま＊t　ta　t4　C

妙翫 　　 の 殆 ど は 8鵬 E切 H可 溶性 の 画牙 に 見 い 出 さ れ 艶 o エ ネル ギ
ー供 給 の 阻 害剤 で あ る P

霹　i，　 C戳BS を 瀁加 し あ る い は しな い で 、 墓 質 瀧度 と 取 り込 み 量 の 閭 係 捲 検 討 し 撫 と こ ろ ・

1 ヒ　　 プロ トプ ラ ス トへ の ＄orhitol の 取 め込 み に は ac 罰 ve　tranSP ◎吐 力廣認 め られ た ＠ 全 体

，．
’e一　 の 鴨 の 馳 込 み 齣 20腔 あ っ た ・ 勲 ・ activ ・ t・ansp 。・も Cζよ る・。rbit 。 1の 最

　　　　大吸収 速 度 は約 40nur・ lefp9　 phen ・ Mc ／2。min 、 そ の 時 の Kml直 は 2 ・5mMで あ っ te　e 同

　　　　 様 の 実験 か ら、 active 　 transp◎rtlSglueose 、　 fructose に も 認 め られ ・ 全 取 む込 み
し

　　　　 童 に 対 す る割 合も 約 20器で あ っ 滝 。 ま ta　tS こ の 3 種 類 の su ＄蹴 問で の active 　 transpo
？一、

　　　　 rtle よ る 最 大 吸 収 速 度に は 大 き な 差 が 認 め ら れ な か っ 艶 。 し か しな が ら sucrose の

：tt
　　　　 送 過 に つ い て は PCMBSkCCCP に よ る 阻瞽 ほな く 、

エ ネ ル ギ
ーに 依存 し 艶 壌

  　 腿 み は な い もの と 憩繍 た ． ， 、，，。，，灘 極 猷 馳 込 滿 は 、

一
度 gr ・・。・e と

毒 　 fruct。se に 分 解 暖 黴 こ洛 々 伽 c もi，， 9，ansp 。，t　 、y，t，ma を 利 勵 て 馳 齢 も

一
’tg− ／

’．・t
の と考 え られ る ．

　t。noplastpms の 、。 rbit 。 1の aciive も，、，・p。 r・tの 纐 は 約 5・饕 ・ 原

）・g 　　　 形 質 膜 に お け る値 と大 き な i差 は な か っ 漁 。 　し か し 、 最 大 吸 収 速 度 は約 100nrnole ／

　　　　 sorbi 加 L仙8　phenogic／20minで あ 驂 、 原 形 質膜 で の 速度 よ り高 い 櫃 を示 し艶 ・ ま te　tS

勇 　　　tonoplastは sucrose に 朗 す る active 　thransport　syste 鵬を 持 つ こ と も認 め られ 鳬 ・

興 　　　以 上 よ り 、 同化産 物 瑾 膜 を介 して 飆 胞 内 に 積 極 的 に 敢 り入 れ る カは ・ 液 胞膜 ・ 原 形

　　　　 質 膜 の 両 方 に よ っ て 形 成 さ れ る が 、瀬 胞 膜 の 方 が よ り 大 き く貢 献 す る こ と が 明 ら か

P 　 　 　 とな っ 炬 。
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